
 

 

 

 

 

 

 

坂出市再編新校（前期）建設基本計画 

 
 

ワークショップ実施報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月 



1 

 

１.ワークショップの概要 

（1）実施目的 

坂出市再編新校（前期）建設基本計画を策定するにあたって、再編新校の整備コンセプトや、

必要な諸室・設備など学校施設の在り方について参加者からアイデアをいただき、「明日も通いた

くなる魅力ある学校」を実現するため、全２回にわたってワークショップを開催した。 

 

①参加対象者 

   東部・金山・西庄地区にお住まいの方・活動、関係されている方 

 

②募集人数 

   30 名程度 

 

③応募期間 

令和６年７月 22 日（月）～令和６年８月７日（水） 

 

④応募方法 

   WEB 申込み（LoGo フォーム）または応募用紙の提出 

 

⑤実施日時・場所等 

第１回 

日 時 令和６年８月 17 日（土）10:00～12:00 

場 所 坂出市役所 本庁舎本館２階 大会議室 

参加者 22 名 

テーマ 「明日も通いたくなる、魅力ある学校とは？」 

 

第２回 

日 時 令和６年９月７日（土）10:00～12:00 

場 所 坂出市役所 本庁舎本館２階 大会議室 

参加者 18 名 

テーマ 「ビジョンの実現に向けて、アイデアを創出しよう！」 

 

  

 

 

 

 

 



2 

 

２.第１回ワークショップの実施 

第１回ワークショップでは、先進的な実例を紹介し、子どもたちが「未来思考」で、明日も

通いたくなる学校のイメージ像を描きながら、重要なコンセプト・アイデアを考えた。第 1 回

ワークショップの目標や実施内容についての企画検討、当日運営の流れ、実施結果は以下のと

おりである。 

（1）企画検討 

企画検討した第１回ワークショップの目標と実施内容は以下のとおりである。 

①ワークショップの目標 

再編新校に通う子どもたちや職員、地域にとって重要な整備コンセプト、具体的なアイデ

アを考えることを目標とした。 

②実施内容 

●STEP0 自己紹介 

意見交換を行いやすくすることを目的にアイスブレイクとして自己紹介を行った。その 

際、学校との関わりや再編新校に対する思いについても紹介することとした。 

 

STEP0説明資料 

 

●STEP1 再編新校にとって重要なコンセプト・アイデア出し(個人ワーク) 

再編新校の学校施設のコンセプト(坂出市学校再編整備実施計画)のうち、重要だと考え

る２つを選択する。その後、そのコンセプトが重要だと考える理由を赤の付箋に記載する。   

STEP０ 自己紹介

21

お名前（ニックネーム可）、学校との関わりを記入してください。

STEP０

目安：10分
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さらに、そのコンセプト実現のための具体的なアイデアを黄色の付箋に記載する。その

際、具体的なアイデアを出しやすくすることを意図し、新しい時代の学びを実現する空間

イメージ例(文部科学省)を提示した。 

 

 

STEP１ 再編新校にとって重要なコンセプト・アイデアとは？（個人ワーク）

24

再編新校の学校コンセプトから重要だと考えるもの２つを選択してください

STEP１－①

＜学び＞個別最適な学びと協働的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出
学び01～12

＜生活＞新しい生活様式を踏まえ、健やかで温かみのある生活空間の創出
生活13、14

＜共創＞多様な交流（多様な学年交流）、地域と連携・協働する共創空間の創出
共創15、16

＜安全・安心＞子どもたちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境の実現
安全17、18

＜環境＞脱炭素社会の実現に貢献する、持続可能な教育環境の実現
環境19、20

＜小中一貫教育＞小中一貫教育を効果的に実施できる施設環境の実現
01～20

再編新校の学校施設のコンセプト（坂出市学校再編整備実施計画）

＜さらに＞坂出市のシンボル（美しい風景）となり、明日も通いたくなる魅力ある学校
01～20

A

B

C

D

E

F

G

A

F

付箋の右上に記入してください↓

目安：5分
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STEP1説明資料 

STEP１ 再編新校にとって重要なコンセプト・アイデアとは？（個人ワーク）

25

＜学び＞個別最適な学びと共同的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出
学び01～12

＜小中一貫教育＞小中一貫教育を効果的に実施できる施設環境の実現
環境19、20

理由

理由

A

D

重要だと考える理由を記入してください。

STEP１－②

例）
ICTを活用した効率的な個
別学習、グループ学習がで
きる環境の整備が必要だと
思うから。

例）
小中一貫教育のメリットを
活かせるような学校づくりが
重要だと思うから。

A

F

※付箋の右上に記号を書いてください

目安：7分

STEP１ 再編新校にとって重要なコンセプト・アイデアとは？（個人ワーク）

26

＜学び＞個別最適な学びと共同的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出
学び01～12

＜小中一貫教育＞小中一貫教育を効果的に実施できる施設環境の実現
環境19、20

理由

理由

A

D

具体的なアイデアを記入してください。

STEP１－③

例）
ICTを活用した効率的な個
別学習、グループ学習がで
きる環境の整備が必要だと
思うから。

例）
小中一貫教育のメリットを
活かせるような学校づくりが
重要だと思うから。

具体的なアイデア

具体的なアイデア

A

D

例）
大階段を使った発表の場

例）
図書エリアを中心とした
児童・生徒の交流

A

F

目安：8分
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●STEP2 アイデアについての意見交換(グループワーク) 

「STEP1 再編新校にとって重要なコンセプト・アイデア出し」で記載した「重要だと考

える理由」「具体的なアイデア」をそれぞれ発表した。その際、議論の中で出た意見は用

紙に記入した。その後、重要度の高いものから順に並べ、グループで出たアイデア・優先

順位の考え方を全体に発表した。 

 

 

STEP２ アイデアについて意見交換（グループワーク）

28

「重要だと考える理由」「具体的なアイデア」をそれぞれ発表してください。

STEP２ －①

付箋はそれぞれコンセントごとの用紙に貼ってください。
議論の中で出た意見は用紙に記入してください。

＜学び＞個別最適な学びと共同的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出
学び01～12

A

例）
ICTを活用した効率的な個
別学習、グループ学習がで
きる環境の整備が必要だと
思うから。

A

例）
大階段を使った発表の場

A

教室と多目的スペースを連
続させる。

目安：10分
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STEP2 説明資料 

（2）当日運営 

当日は以下のとおりに進行した。 

①進行表 

 実施日時(第１回) 

坂出市役所 令和６年８月１７日（土） 10:00～12:00 

進行表(第１回) 

時刻 内 容 

10:00～ ・開会、挨拶 

10:05～ 
・これまでの経緯の説明 

・本日の流れ 

10:15～ 

 

・「坂出市学校再編整備実施計画」 

・「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」 

・実例の紹介 

10:30～ 

 

・ワークショップの目的 

・ワークショップの進め方・ルール 

10:35～ ・STEP0：自己紹介（アイスブレイク） 

10:45～ ・STEP1：再編新校にとって重要なコンセプト・アイデアとは？（個人ワーク） 

11:00～ ・休憩（ファシリテーターによるまとめ） 

STEP２ アイデアについて意見交換（グループワーク）

29

重要度が高いと思うものから順に上から並べてください。

STEP２ －②

①それぞれ選んだものと「重要だと考える理由」
「具体的なアイデア」を発表
・議論の中で出た意見も付箋に書いて追加

②重要度が高いものから順に上から並べる

重要度 高

STEP３ 最終発表

グループで出たアイデア・優先順位の考え方を全体に発表

目安：10分
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11:05～ ・STEP2：アイデアについて意見交換（グループワーク） 

11:25～ 

・本日のまとめ、発表 

・ 出されたアイデアを発表する 

・ 簡単な整理、アイデアの共有 

11:55～ 
・事務連絡（次回の予定） 

・ 閉会挨拶 

 

②資料 

以下の資料を当日、参加者に配布した。 

 

新しい時代の学び舎、
未来を育むワークショップ

坂出市

令和６年（2024年）８月
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第1回ワークショップの流れ

1

全体で約１２０分を予定しています。

開会・あいさつ5分10:00~10:05

これまでの経過説明・ワークショップの目的10分10:05~10:15

「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」について説明
実例紹介

15分10:15~10:30

ワークショップの進め方・ルールについて説明5分10:30~10:35

STEP０ 自己紹介カードの作成（名前・学校との関わり）10分10:35~10:45

STEP１ 再編新校にとって重要なコンセプト・アイデアとは？
（個人ワーク）

20分10:45~11:05

ーーーーーー休憩 ーーーーーー5分11:05~11:10

STEP２ アイデアについて意見交換（グループワーク）20分11:10~11:30

最終発表25分11:30~11:55

閉会5分11:55~12:00

時間 内容

2

事前説明・実例紹介



9 

 

 

 

 

坂出市学校再編整備実施計画

3

【坂出市】 【文部科学省】

＜学び＞個別最適な学びと共同的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出

再編新校の学校施設のコンセプト

＜生活＞新しい生活様式を踏まえ、健やかで温かみのある生活空間の創出

＜共創＞多様な交流（多様な学年交流）、地域と連携・協働する共創空間の創出

＜安全・安心＞子どもたちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境の実現

＜環境＞脱炭素社会の実現に貢献する、持続可能な教育環境の実現

＜小中一貫教育＞小中一貫教育を効果的に実施できる施設環境の実現

＜さらに＞坂出市のシンボル（美しい風景）となり、明日も通いたくなる魅力ある学校

坂出市学校再編整備実施計画

4

「未来思考」で新しい時代の学び舎づくり ～ Schools for the Future ～
• あらゆる空間（廊下も、階段、校庭…）が学びの場、表現の場、心を育む場
• 横断的な学びや多目的な活動等、多様な学びが展開できる教室（柔軟性）
• 時代の変化に対応できる、だれにもやさしい環境（可変性）



10 

 

 

 

 

坂出市学校再編整備実施計画

5

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について

＜学び＞個別最適な学びと協働的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出

坂出市学校再編整備実施計画より

• 1人1台端末環境に対応し、多様な学習環境を展開できる教室環境の整備

• 協働的学習、個別学習や少人数学習など柔軟に対応できる教室と多目的スペース

• 自然とのつながりを感じ、観察力や環境への理解を深めるアウトドア学習スペース

• アイディアを形にし、協力してプロジェクトを進めるクリエイティブスペース

• インクルーシブ教育システムの構築と合理的配慮の提供
• 多様な教育的ニーズのある児童・生徒への学習支援、教育相談等の環境整備

坂出市学校再編整備実施計画

6

【実例紹介】 瀬戸市立小中一貫校 にじの丘学園

教室空間と連続したワークスペース

学び

出典：瀬戸市立にじの丘学園｜[教育・研究]｜プロジェクト｜
株式会社 久米設計 (kumesekkei.co.jp)
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坂出市学校再編整備実施計画

7

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について

＜生活＞新しい生活様式を踏まえ、健やかで温かみのある生活空間の創出

坂出市学校再編整備実施計画より

• ロッカースペース等の配置の工夫等による教室空間の有効活用

• 居場所となる温かみのあるリビング空間（小教室・コーナー）

• 全室内空間の空調設備、トイレの洋式化（個室）・乾式化、手洗いの非接触化

• 教職員がコミュニケーションやリフレッシュできるラウンジの整備

坂出市学校再編整備実施計画

8

【実例紹介】 大熊町立 学び舎ゆめの森

リビングのような居場所（フリースペース）

生活

出典：導入事例 ｜ 福島県大熊町 大熊町立 学び舎 ゆめの森 ｜
内田洋行 (uchida.co.jp)
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坂出市学校再編整備実施計画

9

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について

＜共創＞多様な交流（多様な学年交流）、地域と連携・協働する共創空間の創出

坂出市学校再編整備実施計画より

• 児童・生徒が所属感や自己有用感を育む異学年交流のための「共創空間」

• 地域と連携・協働していく活動・交流拠点としての「共創空間」

坂出市学校再編整備実施計画

10

【実例紹介】 瀬戸市立小中一貫校 にじの丘学園 共創

図書を中心とした中学生と小学生の交流

出典：瀬戸市立にじの丘学園｜[教育・研究]｜プロジェクト｜
株式会社 久米設計 (kumesekkei.co.jp)
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坂出市学校再編整備実施計画

11

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について

＜安全・安心＞子どもたちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境の実現

坂出市学校再編整備実施計画より

• ユニバーサルデザイン（すべての人々にとって安全で快適な環境）による環境整備

• 災害に対する安全性の確保と良好な避難生活を送ることができる学校施設の整備

坂出市学校再編整備実施計画

12

【実例紹介】 岸和田市立大芝小学校（左）・珠洲市内小学校体育館（右）

体育館で避難所設営のタイムトライアル

安心・安全

避難所の配置レイアウトを作成

出典：大阪府 岸和田市立大芝小学校

和歌山大学岸和田サテライトHP

出典：石川県 珠洲市内小学校体育館

空飛ぶ捜索医療団“ARROWS-クラウドファンディング READY FOR
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坂出市学校再編整備実施計画

13

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について

＜環境＞脱炭素社会の実現に貢献する、持続可能な教育環境の実現

坂出市学校再編整備実施計画より

• ZEBの推進（省エネルギー化、太陽光発電等）

• 温かみがあり、快適で健やかな環境を生み出す木材利用の推進

• 耐久性が高く、保守や清掃が容易な施設と効率的な維持管理システムの導入

坂出市学校再編整備実施計画

14

【実例紹介】 瀬戸市立小中一貫校 にじの丘学園

県産木材を使った温かみのある教室

環境

出典：瀬戸市立にじの丘学園｜[教育・研究]｜プロジェクト｜
株式会社 久米設計 (kumesekkei.co.jp)
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第１回ワークショップ配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂出市学校再編整備実施計画

15

＜小中一貫教育＞小中一貫教育を効果的に実施できる施設環境の実現

坂出市学校再編整備実施計画より

• 9年間の系統性・連続性のある教育課程のよさを最大限に発揮する教室環境と配置

• 小中学校の教員の協働と連携のための執務室と研修施設の整備

図書を中心とした中学生と小学生の交流

【実例紹介】 利尻富士町立鴛泊小学校 小中一貫教育

出典：利尻富士町立鴛泊小学校
北海道新聞|小中一貫、学び切れ目なく 宗谷初 利尻富士の４校で乗り入れ授業

(https://www.hokkaido-np.co.jp/article/937120/)
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（3）実施結果 

ワークショップでは、４班に分かれてグループワークを実施した。グループワークでは、

参加者それぞれが選んだコンセプトと「重要だと思った理由」「具体的なアイデア」につい

て意見交換した。さらに、優先順位をつけて整理し、最後にグループごとの成果を発表した。 

 

 STEP2 Ａ班意見 

 

 

  

重要だと思った理由 具体的なアイデア

バリアフリー・ユニバーサルデザインに配慮した校舎に

することで、地域の人・子供にとって快適な空間になる

エレベーターの設置、空調のある体育館、誰もが分かり

やすい表示、トイレ（多目的・洋式化・乾式化

様々な自然災害が発生する可能性が高い中で、防災設

備・避難所としての機能が重要
体育館内の空調整備、校内の段差を無くす

バリアフリーな避難所としての機能が重要 近隣住民に開かれた場所を整備

小中一貫で年齢の幅が広く、体格の違いなどの差が大き

いため、安全性に関する配慮が重要
天井高などへの配慮、体育館内の空調整備

通学手段、スクールバスなど 体格に合わせたプール利用(更衣室配慮)

重要だと思った理由 具体的なアイデア

小学生と中学生が一緒に過ごす空間への配慮が重要で大

切だと考えたため
グラウンドの広さ確保(体力・遊び方に違いがある)

地域住民との協調性が重要 駐輪場や出入口の配置を工夫する

重要だと思った理由 具体的なアイデア

障がいを持つ子供が安全・安心に学べる環境が必要だか

ら

クワイエットルームの設置、医療的ケア児に対応可能な

保健室

多様な学習方法(ICT含む)を児童生徒自身が選択でき、そ

れに迅速に対応できることが大切

連続性のある学習空間の確保(ホワイトボードなど)、ど

こでもつながるインターネット環境

PCを使いこなし、プレゼンテーション力も養ってほしい

から

教室の壁を大きく取り、どこでもプレゼン可能なホワイ

トボード

〈安全・安心〉子供たちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境の実現　　重要度１【１(高)～４(低)】　

〈共創〉多様な交流(多様な学年交流)、地域と連携・協働する共創空間の創出　　重要度１【１(高)～４(低)】

〈学び〉個別最適な学びと共同的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出　　重要度２【１(高)～４(低)】

） 
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STEP2 Ｂ班意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要だと思った理由 具体的なアイデア

それぞれの特質(年齢・性格)に合わせられる 個別に集中できる静かな空間

学生も教師も活用できることが大切 使い方が容易に分かるような使いこなせる空間

教室以外の特別な空間で学習することで学びが深まる 教室以外の部屋

多様な学習スペース・地域住民との交流スペースが必要
多目的スペースで地域住民との交流会(月１回、伝承遊び

の指導を受けるなど)を開く

能動的に学べる多様な学習環境(ICTなど)が必要
インターネット整備、グループワーク可能場所、多目的

スペース

どこでも座り込む習慣を身に着けていいのか？今回の敷

地で絵(国土交通省)のような空間を作る余裕があるの

か？

学年ごとの教室設計をする

重要だと思った理由 具体的なアイデア

地域分断を断ち切ることができる
習い事スペースや図書スペースなど、カルチャーに触

れ、地域分断を断ち切るような空間

他学年と交流できる環境が重要 教室外(階段・廊下など)を交流できる場に

他学年・地域住民と触れ合うことで世界が広がる 他学年の児童と出かける機会を設ける

高学年が低学年に教えることできるスペースが重要
図書スペースを、高学年が低学年に指導や読み聞かせが

できる空間にする(図書は大橋記念図書館の蔵書を活用)

重要だと思った理由 具体的なアイデア

学校の地盤高と津波対策が必要 学校敷地南側を上げる

登下校中の地震への対策が必要 登下校道に避難場所を設ける

送迎車両の増加に対する対策が必要 一階を駐車場にする

狭い学園通りへの対策が必要 学園通りの歩道幅員を広げる

〈学び〉個別最適な学びと共同的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出　　重要度１【１(高)～４(低)】

〈共創〉多様な交流(多様な学年交流)、地域と連携・協働する共創空間の創出　　重要度２【１(高)～４(低)】

〈安全・安心〉子供たちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境の実現　　重要度３【１(高)～４(低)】
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STEP2 Ｃ班意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要だと思った理由 具体的なアイデア

他学年と授業を受けることで視野を広げることができる

から

他学年の生徒と共通のテーマについて研究を行う授業を

設ける

求められる能力が変化し、ICT技術や自己表現力を高めら

れる設備が重要

いつでも世界に向けて発信できる設備環境(最新の収録機

材やプレゼンを投影できる壁、スピーカーなど)

子供の頃に、柔軟で独創的な発想をする経験を積むこと

で、将来、固定概念にとらわれない自由な発想で活躍が

期待できる

図書館とコンピュータ教室を組み合わせ、データ分析を

しながら話し合いできる場を提供(安定と自由の両立)

「個別最適な学び」の実現のために、特別支援・不登校

対応・通級等の学力支援が必要

設計時は特別支援学級(10クラス前後)、不登校支援教

室、通級教室を最初に配置(混在は良くない)

教室だけでなく様々な環境で勉強することで、豊かな学

びに繋がる

勉強の楽しさに気づいてもらうため、タブレットやPCを

使えるような壁面の工夫やベンチを配置

重要だと思った理由 具体的なアイデア

多くの学区を統合し、街の中心部という立地を活かし、

地域とフラットに学べる場であってほしいから

学校内外でコミュニケーションできる外周、駅前複合施

設との機能連携(図書など)、地域と交流できる共用ス

ペース等準備

地域と連携し、雇用の創出ができる

時給1000円以上で学校に関する業務を委託（登校の見守

り、清掃など)、周辺に学童施設を誘致、何時に学校を閉

開門するかを決めてから、児童生徒の導線を考える

親子や他の家族が一緒に遊び、学べる場づくりが重要 インクルーシブな場を整備

高学年が低学年をサポートできる空間が重要 教えられる場を固定せず、自由に選択できるような工夫

重要だと思った理由 具体的なアイデア

注目を集める優れたデザイン性のある校舎 各所に遊び心のあるデザイン

学校らしくない学校(曲線美) コパル(山形市)のようなデザイン

重要だと思った理由 具体的なアイデア

安全性が確保された環境でなければ、両親も安心して学

校に通わせることができない
バリアフリー化、防災機能強化が実現した学校

〈安全・安心〉子供たちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境の実現　　重要度４【１(高)～４(低)】

〈学び〉個別最適な学びと共同的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出　　重要度１【１(高)～４(低)】

〈共創〉多様な交流(多様な学年交流)、地域と連携・協働する共創空間の創出　　重要度１【１(高)～４(低)】

〈さらに〉坂出市のシンボル(美しい風景)となり、明日も通いたくなる魅力ある学校　　重要度２【１(高)～４(低)】
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STEP2 Ｄ班意見 

 

  

重要だと思った理由 具体的なアイデア

バリアフリーで誰もが安全・安心に過ごせることが重要

だと思う
エレベーター、特別教室の確保

子供が学校に行って、けが等をせず元気な姿で帰ってき

てほしい

ガラス(窓)の割合を減らす、手すりの安全性を高める

(クッションや柔らかい素材)

防災・減災を当たり前のものとして育ってもらいたい 避難のシミュレーションができる場を整備

元気にのびのび過ごしてほしいから 耐震、優しい素材

〈共創〉の実現のため セキュリティを高める

重要だと思った理由 具体的なアイデア

周りに自慢できる、通いたい、通わせたいと思う学校

電車から目にとまるような学校、この学校ならではの環

境を整える（再生可能エネルギーの導入を進めて実地で

学習できる学校など）

重要だと思った理由 具体的なアイデア

一人一人にあった教育、発表の場・機会を創りやすい空

間

それぞれの特性に合わせたグループワークができる広い

空間、プロジェクターを備えた場所で端末を活用して発

表できる空間

個性や性格も大事にしてほしいから 広い空間、小１と中３の差でも対応できる空間

重要だと思った理由 具体的なアイデア

快適で衛生的な環境でないと、学習に力が入らないから その時代に合うような施設(ネット回線や空調等)

ほぼ毎日通う場所だから快適で居心地の良い施設であっ

て欲しい
空調整備、木質化

重要だと思った理由 具体的なアイデア

社会に出ると、学校とは関係無い人や様々な年齢の人と

関わることになるため、それらを学校で学んでもらいた

い

趣味の延長のような形で、地域の人に様々な事を教えて

もらえるような空間

地域の方と関わることで学べることもある 多目的スペース

重要だと思った理由 具体的なアイデア

坂出市で唯一の小中一貫校のため
小学校低学年、中学生がそれぞれの成長段階で不便に思

わない施設であると良い

〈生活〉新しい生活様式を踏まえ、健やかで温かみのある生活空間の創出　　重要度２【１(高)～４(低)】

〈共創〉多様な交流(多様な学年交流)、地域と連携・協働する共創空間の創出　　重要度2【１(高)～４(低)】

〈小中一貫教育〉小中一貫教育を効果的に実施できる施設環境の実現　　重要度３【１(高)～４(低)】

〈安全・安心〉子供たちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境の実現　　重要度１【１(高)～４(低)】

〈さらに〉坂出市のシンボル(美しい風景)となり、明日も通いたくなる魅力ある学校　　重要度１【１(高)～４(低)】

〈学び〉個別最適な学びと共同的な学びのための、柔軟で創造的な学習空間の創出　　重要度２【１(高)～４(低)】
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３.第２回ワークショップの実施 

第２回ワークショップでは、１回目のワークショップの結果を踏まえながら、実現に向けて、

アイデアについて子どもたちが使う場面・使い方のイメージを描いた。第２回ワークショップの

目標や実施内容についての企画検討、当日運営の流れ、実施結果は以下のとおりである。 

（1）企画検討 

企画検討した第２回ワークショップの目標と実施内容は以下のとおりである。 

①ワークショップの目標 

第１回ワークショップで出た具体的なアイデアについて、場面を想定し、模式的な学校の

図に配置することを目標とした。 

②実施内容 

●STEP1 アイデアについて「誰が・いつ・どこで・何を」を考える（アイデアカード）、心

配なこと（心配カード）を記入（個人ワーク） 

第１回ワークショップで出た具体的なアイデアのリストを参考に、場面「誰が・いつ・

どこで・何を」（アイデアカード）を記入した。また、再編新校の整備により予想される

子どもにとって、地域にとって「心配なコト」（心配カード）を記入した。 

 

 

アイデアの場面（アイデアカード）資料 
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心配なこと（心配カード）資料 
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●STEP2 アイデアを人数によって分類（グループワーク） 

アイデアカードに記載された場面について、必要な規模感を把握するため、想定する

人数により分類した。分類は「一人で・友達と（２、４人）・先生と（２、３人）・クラ

スで・小中一緒に」用意したが、その他の分類を追加することも可能とした。 

 

 

 場面を人数規模により分類（グループワーク）資料 

 

●STEP3 アイデアを学校内に配置（グループワーク） 

アイデアカードと心配カードを模式的に表現した学校の図に配置し、学校内のどこで行

われるアイデアなのか把握できるよう視覚化した。 
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「アイデアカード」「心配カード」を学校内に配置資料 

 

（2）当日運営 

当日は以下のとおりに進行した。 

①進行表 

実施日時(第２回) 

坂出市役所 令和６年９月７日（土） 10:00～12:00 

 進行表(第２回) 

時刻 内 容 

10:00～ 
・開会、挨拶 

・本日の流れ 

10:05～ 
・「第１回ワークショップの振り返り」 

・「第２回ワークショップのテーマ」 

10:12～ ・ワークショップの進め方・ルール 

10:15～ 

 

・STEP1：アイデアについて「誰が・いつ・どこで・何を」を考える、 

「心配なコト」の記入（個人ワーク） 

10:35～ ・STEP2：アイデアを人数によって分類（グループワーク） 

10:50～ ・休憩（ファシリテーターによるまとめ） 
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10:55～ ・STEP3：アイデアを学校内に配置（グループワーク） 

11:15～ ・最終発表 

11:40～ ・ワークショップ全体の振り返り 

11:55～ ・閉会挨拶 

 

②資料 

以下の資料を当日、参加者に配布した。 
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27 
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 第２回ワークショップ配布資料 
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（3）実施結果 

第１回ワークショップと同様に、４班に分かれてグループワークを実施した。グループワーク

では、「アイデアカード（誰が、いつ、どこで、何を）」、「心配カード」について意見交換した。

さらに、人数によってアイデアカードを分類し、学校の模式図に整理した。最後にグループごと

の成果を発表した。 

 STEP2 Ａ班意見 

No. アイデア 誰が いつ どこで 何を 分類 

1 
落ち着ける部屋

がほしい 
学び 1 

ケンカした生

徒となだめる

先生が 

生徒の気持

ちが落ち着

かないとき 

クワイエット

ルームで 

静かに話し合

いができる 
先生と 

2 
統合前の学校の

思い出を大切に 
- - - - 

学校の校舎あ

るいは校庭に 

金山小・西庄

小・東部中の

思い出になる

ようなモニュ

メント等を移

設する 

友達と 

3 地域との交流 
その

他 
- 

近所の人たち

と子どもたち

が 

桜の時期に 桜の木の下で 
一緒にお花見

できる 
地域 

4 今の木を残す - - 
子どもと地域

の人も 

桜・いちょ

うの時期 
木の下で 交流 地域 

5 

使いやすい避難

所が設置できる

環境設備 

安全

安心 

7 

3 

避難所として

利用する地域

住民 

災害後 
おそらく体育

館 

電源、洗面

所、トイレ、

本部、医療な

どコーナーを

わかりやすく

設置して使い

やすい 

地域 

6 給食 - - 
小中いっしょ

に 
お昼に 同じ空間で 食べる - 

7 

エレベーターが

あれば階段を使

わず、安全に給

食配膳できる 

安全

安心 
1 小学生が 給食時に 

各階エレベー

ター前から 

教室までスム

ーズに給食を

運べる 

友達と 

8 
坂出三金時を植

える！ 

さら

に 
4 

地域住民と生

徒たちが 
一年中 校庭で 

金時いも、金

時にんじん、

金時みかんを

育てる 

地域 

9 学校菜園 生活 - 友達と 休み時間に 
緑・虫が豊か

な所で 

虫とり、野菜

とり 
友達と 

10 

夏期のプール

（水泳教育）外

部団体スイミン

グ等にお願いす

る 

安全

安心 
10 - - - - 地域 

11 
自転車置き場と

通学路の導線 

安全

安心 
24 

自転車通学の

中学生が 

登校・下校

時に 

自転車置き場

から 

徒歩通学者に

ぶつからずに

安全に自転車

に乗れる 

小中一

緒に 
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No. 心配なコト😟 

1 高さ（校舎）が心配 

2 配置等について見取図等プール建設には十分な配慮を願いたい。校庭の在るなし、 

3 送迎の自家用車の長時間駐停車が心配 

4 通学の方法、自転車、スクールバス、小学校中学校の体格差、運動会など 

 

 

STEP3 Ａ班成果 

 

 STEP2 Ｂ班意見 

No. アイデア 誰が いつ どこで 何を 分類 

1 学童体育 - - 児童 放課後 
家の近くがいい、スポーツ少年

との関係 
- 

2 
集中できる部屋

の設置 
学び 

1 

6 
児童 

休み時間、

授業 
- 

自習、読書、

発表 

クラス

で 

3 
グループワーク

が可能な場所 
学び - 

参加したい人

は誰でも 
放課後 

多目的スペー

ス 

生徒の中で議

論したいテー

マ 

グルー

プワー

クで 

4 - 学び - 

異学年の生徒

同士が（同学

年でもよい） 

昼休み、放

課後 
広い廊下 英会話の練習 

異学年

の生徒

と 

5 
生徒、児童との

交流 
- - 

中学生、小学

生 

昼休み、放

課後 
いこいの場 

中学生から小

学生へ、高学

小中一

緒に 

 
1 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
10 

 
11 

 
1 

 
3 

 
2 

 
4 
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年から低学年

へ 

6 
地域交流（住民

との協働） 
- - 

希望者、ボラ

ンティア、ス

ポーツ少年

団、自治会、

老人会 

放課後、休

日 

校舎と校舎と

の渡り廊下を

広く「いこい

の場」 

子ども教室、

工作教室、伝

承ゲーム 

地域の

人 

 

No. 心配なコト😟 

1 学童保育の通う場所 

2 
校歌がなくなる、東部中校歌は 60 年前に「若葉会の歌」として生徒が作詞したもの、生徒会の歌とし

て残してほしい 

3 通学のキョリ 

4 生徒の送迎（ロータリースペース、スクールバス） 

5 仲間意識 

6 「学校の中」と「地域」の高学年と低学年、中学生のすみ分け 

7 地域への学校開放とセキュリティ 

8 ルール 

 

 

STEP3 Ｂ班成果 

 

 
1 

 
2 

 
1 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 
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 STEP2 Ｃ班意見 

No. アイデア 誰が いつ どこで 何を 分類 

1 

ビオトープ、生

物や緑の育てる

場 

環境 - 小学生 
授業や休み

時間 

校庭、見える

ところ 

野菜、樹木を

育てる 

クラス

で 

2 

教室と廊下の連

続性・IC タブ

レットを持ち歩

く 

学び 3 クラス 
授業、休み

時間 
廊下、共用部 

タブレット使

って学習 

クラス

で 

3 

2 クラス以上で

活動できるスペ

ース（多目的ス

ペース） 

学び - 
クラス＆クラ

ス、学年単位 
授業 

体育館以外、

多目的スペー

ス 

授業 
クラス

で 

4 - - - 小グループ 
休み時間、

雨天 

半屋外空間

（室内遊具） 
ペア学習 

クラス

で 

5 
大人数で集まれ

るスペース 
共創 5 

他学年の児

童、生徒が 
授業 

階段など室内

の小中がつな

がる場所 

調べ学習 
小中一

緒に 

6 
グラウンドの広

さ確保 
共創 1 

小学生、中学

生、先生、地

域の人 

授業の前、

休み時間、

授業後 

体育館、グラ

ウンド 

身体を動か

す、教え会う 

クラス

で 

7 

学校内外でコミ

ュニケーション

できる外周 

共創 7 

小・中学生、

小学生と地域

の方 

休み時間、

授業中 

芝生広場（み

どりが多

い）、階段ス

ペース、多目

的室 

一緒に交流、

遊んだり、一

緒に勉強運動 

小中一

緒に 

8 

日かげをたくさ

ん作って外での

活動をしやすい

校庭作り 

生活 - 子どもたちが 
1 年を通し

て 

校庭で、半室

外 

思いっきり遊

べる 
友達と 

9 
室内の運動スペ

ースの確保 
共創 1 - 

授業、部

活、クラブ

活動 

- 

複数の体育館

や大きな体育

館 

クラス

で 

 

No. 心配なコト😟 

1 授業中うるさくなる！！防音対策が必要 

2 地域交流はしてほしいけど、いろんな人が出入りする→セキュリティが心配 

3 集まる場所が体育館しかない、ゆとりのあるスペース、室内室外／半室外 
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STEP3 Ｃ班成果 

 

 STEP2 Ｄ班意見 

No. アイデア 誰が いつ どこで 何を 分類 

1 

再生可能エネル

ギーの導入を進

めて実地で学習

できる 

環境 4 小・中学生 
生活、理科

の授業 

設置した太陽

光パネルなど

の機械がある

所（授業中、

見学に行くな

ど） 

自然エネルギ

ーについての

知識を深める

環境学習を実

施（外部講師

も可） 

クラス

で 

2 多目的スペース - - 
地域の人、生

徒 
- 校内 

学校で学習す

る内容以外を

聞ける 

地域の

人 

3 - - - 親 

授業中、モ

ニター等で

こっそり 

学校 

子ども、ふだ

んの生活を見

る 

設備 

4 1 人のスペース - - 生徒 - 学校内 
1 人で何かで

きる空間 
一人で 

5 - 生活 - 生徒 給食 ランチルーム 

違うクラス、

学年と一緒に

給食を食べる 

小中一

緒に 

6 教室以外の部屋 学び 8 学生 休み時間等 

フリースペー

ス、広めのス

ペース 

犬、ねこ、ほ

ご 
友達と 

7 - - - 学生 授業中 教室 
イスをやわら

かく 
設備 

 
1 

 
2 

 
1 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 

 
8 

 
9 

 
2 

 
3 
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8 

プロジェクター

を備えた場所で

端末を活用して

発表できる場所 

学び 20 
小学生、中学

生 

プレゼンテ

ーションの

授業 

プロジェクタ

ーがある、幅

のある階段 

自分の好きな

ものを PC 等

で調べてまと

めたもの、地

域の特産品や

伝統などを PC

等で調べてま

とめたものを

発表 

クラス

で 

9 
近隣住民に開か

れた場所 

安全

安心 
7 

小・中学生、

地域住民 
夏休み 

グラウンド

（暑かったら

体育館） 

ラジオ体操 

地域の

人（大

人数） 

10 - 
安全

安心 
- 

小・中学校

（クラス単位

でも）（地域

住民参加なお

良） 

家庭科など

授業 

各クラス、体

育館（避難場

所で避難した

想定で） 

非常食を食べ

る、テントな

ら避難所開設 

地域の

人（大

人数） 

 

No. 心配なコト😟 

1 小～中学生の体格差（階段、机、イス） 

2 高学年の人からよくない考え方を聞く（悪い事等） 

 

 

STEP3 Ｄ班成果 
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2 

 
1 

 
3 
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5 
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9 

 
2 

 
10 
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４.ワークショップ成果のまとめ 

ワークショップで出た主な意見を以下のとおりに整理した。 

実施概要 ＜第１回ワークショップ、コンセプト実現のための具体的なアイデア＞ 

※各班が発表する際に強調していた項目や、複数の班から出た意見を掲載す

る。また最も重要だと考えるコンセプトを班ごとに整理した。 

 

■学び【Ｂ班】【Ｃ班】 

・ どこでもプレゼン可能なホワイトボードやプロジェクターを投影でき

る壁（3件） 

・ 個別に集中できる静かな空間（クワイエットルーム）（2件） 

・ 多目的スペース（地域住民との交流）（2件） 

・ グループワークできる広い空間（2件） 

・ インターネット環境の整備（2件） 

・ 連続性のある学習空間（ホワイトボード） 

・ 広い空間、小１・中３の差でも対応できる空間 

■生活 

・ その時代に合うような施設（ネット回線や空調等） 

・ 快適で居心地の良い施設（空調整備、木質化） 

■共創【Ａ班】、【Ｃ班】 

・ 地域と交流できる共用スペース等整備（3件） 

・ 習い事スペースや図書スペースなど、カルチャーに触れ、地域の分断を

断ち切るような空間 

・ 教室外（階段・廊下など）を交流できる場 

・ 図書スペースを、高学年が低学年に指導や読み聞かせができる空間にす

る（図書は大橋記念図書館の蔵書を活用） 

・ インクルーシブな場を整備 

■安全・安心【Ａ班】、【Ｄ班】 

・ バリアフリー化（校内の段差、近隣住民に開かれた場所）（3件） 

・ 避難所機能等の防災機能強化（3件） 

・ 空調のある体育館（2件） 

・ セキュリティの向上 

■環境 

 

■小中一貫教育 

・ 小学校低学年～中学生がそれぞれの成長段階で不憫に思わない施設 

■さらに【Ｄ班】 

・ 各所に遊び心があるデザイン、学校らしくないデザイン 

・ 電車から目にとまるような学校 
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＜第２回ワークショップ、アイデアカード・心配カード＞ 

■アイデアカード（誰が、いつ、どこで、何を） 

※各班から具体的な場面を想定して出たアイデアを掲載する。 

 

 「学び」に関連した場面 

・ 喧嘩した生徒となだめる先生が、生徒の気持ちが落ち着かない時に、ク

ワイエットルームで、静かに話し合いができる。【Ａ班】 

・ 参加したい人は誰でも、放課後、多目的スペースで、生徒の中で議論し

たいテーマについて、グループワークする。【Ａ班】 

・ 参加したい人誰もが、放課後に、多目的スペースで、あるテーマについ

て生徒同士で議論する。【Ｂ班】 

・ 異学年の生徒同士が、昼休みや放課後に、広い廊下で、英会話の練習を

する。【Ｂ班】 

・ クラスで、授業や休み時間に、廊下等共用部で、タブレットを使って学

習する。【Ｃ班】 

・ クラス同士または学年単位が、授業で、多目的スペース（体育館以外の

場所）を使って、授業を受ける。【Ｃ班】 

・ 小学生や中学生が、プレゼンテーションの授業で、プロジェクターのあ

る幅のある階段で、自分の好きなものや地域の特産品、伝統などを PC

等で調べたものを、発表する。【Ｄ班】 

 

 「生活」に関連した場面 

・ 友達と、休み時間に、緑・虫が豊かな所（学校菜園）で、虫とりや野菜

とりをする。【Ａ班】 

・ 子どもたちが、1 年を通して、日かげをたくさん作って外での活動をし

やすい校庭で、思いっきり遊べる。【Ｃ班】 

・ 生徒が、給食の時間に、ランチルームで、違うクラスや学年の子と一緒

に給食を食べる。【Ｄ班】 

 

 「共創」に関連した場面 

・ 他学年の児童・生徒が、授業で、階段など室内の小中がつながる場所で、

調べ学習をする。【Ｃ班】 

・ 児童・生徒、先生、地域の人が、授業の前や休み時間、授業の後に、体

育館やグラウンドで、運動したり、一緒に教え合う。【Ｃ班】 

・ 小中学生が地域の方と、休み時間や授業中に、芝生広場や階段スペース、

多目的室で、一緒に交流、遊ぶ、勉強、運動する。【Ｃ班】 
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 「安全・安心」に関連した場面 

・ 避難所として利用する地域住民が、災害時に、体育館で、電源や洗面所、

トイレなどの設備を使う。【Ａ班】 

・ 小学生が、給食時に、各階エレベーター前から、教室までスムーズに給

食を運べる。【Ａ班】 

・ 自転車通学の生徒が、登下校時に、自転車置き場から、徒歩通学者に接

触せずに安全に通学する。【Ａ班】 

・ 小・中学生や地域住民が、夏休みに、グラウンド（暑いときは体育館）

で、ラジオ体操をする。【Ｃ班】 

・ 小・中学生、地域住民が、家庭科などの授業で、体育館（避難した想定）

で、非常食を食べる、テントなど避難所を開設する。【Ｄ班】 

 

 「環境」に関連した場面 

・ 小学生が、授業や休み時間に、校庭（ビオトープ、成分や緑の育てる場）

で、野菜、樹木を育てる。【Ｃ班】 

・ 小・中学生が、生活・理科の授業で、設置した太陽光パネル等で、自然

エネルギーについての知識を深める環境教育を実施する。【Ｄ班】 

 

 「さらに」に関連した場面 

・ 地域住民と生徒たちが、一年中、校庭で、金時いも・金時にんじん、金

時みかんを育てる。【Ａ班】 

 

 その他 

・ 近所の人たちと子どもたちが、桜の時期に、桜の木の下で、一緒にお花

見できる。【Ａ班】 

・ 親が、授業中にモニター等でこっそり、学校で、子どもの普段の生活を

見る。【Ｄ班】 

■心配カード 

※各班が発表する際に強調していた項目や、複数の班から出た意見を掲載す

る。 

・ 通学の距離、通学手段、送迎時の駐車場所（3件） 

・ 小中学生の体格差（階段、机、椅子）（2件） 

・ 地域への学校開放とセキュリティ（2件） 

・ ゆとりあるスペース 

・ 校舎の高さや配置 

・ 学童保育の場所 

・ 仲間意識 

・ 高学年が低学年に悪い影響を受ける可能性 

・ 校歌がなくなる（若葉会の歌） 
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意見の整理 ＜意見のまとめ＞ 

※ワークショップ参加者の意見を集約し、整理を行った。 

 

 子どもたちが将来必要となる能力を養うための学習環境として、多目的

スペースや広めの廊下、階段等の共用スペースでのグループワーク、プ

レゼンテーションの場面、タブレット等の ICT 端末やプロジェクターを

活用した場面が提案された。 

 小中一貫校のメリットを活かした、広めの廊下での小中学生による英会

話、ランチルームでの他クラスや異学年と合同の給食による交流の場面

が提案された。 

 地域との交流に関して、体育館での避難体験、校庭での学校菜園を通し

た地域住民との交流など、地域コミュニティ拠点としての学校の役割に

関連した場面が提案された。 

 第１回ワークショップの具体的なアイデアにはなかった「環境」につい

て、第２回ワークショップでは太陽光パネルの設置やビオトープでの虫

取りなどを通した環境教育の場面が提案された。 

 心配なことについては、再編に伴う通学方法や通学距離、小中学生の体

格差への対応、地域開放とセキュリティの両立に関する懸念が挙げられ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


